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発汗サーマルマネキンを用いた衣服の着用快適性評価 

発汗サーマルマネキンによる衣服の熱・水分移動特性の測定 

技術分野分類 １７０２：衣・住生活学 

技術キーワード （１）衣生活、（２）衣環境、（４）被服設計・生産、（５）被服材料

産 業 分 類 Ｅ－１１：繊維工業 

内

容

概  要 

発汗サーマルマネキンは、成人男性の等身大の発熱・発汗状態を再現できる

人体模型である。各部位ごとに表面温度と発汗量を制御することができ、供給

熱量や衣服内温湿度(衣服内環境)を測定することにより衣服等の着用快適性を

評価することができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来、衣服や寝具の保温性評価については、被験者実験により行われてきて

いるが、被験者の個人差、サーカディアンリズム、疲労などの影響による実験

誤差が大きいことが課題としてあげられる。また、サーマルマネキンを用いる

ことにより、衣服等の顕熱移動の定量化が可能であるものの、発汗に伴う潜熱

移動を測定するためには、発汗サーマルマネキンを用いる必要がある。 

本技術の 

有用性 

過酷な環境下であっても常に同じ条件で、個人差・個人内変動のない発汗サ

ーマルマネキンを用いることにより、各種衣服の着用状態での快適性評価を行

うことができる。また、静止状態だけでなく、歩行動作時における衣服の着用

快適性についても評価することが可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

適用可能製品 衣服全般、スポーツウエア、特殊作業服、介護用品、寝具 
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模擬皮膚上での発汗 
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発汗による供給熱量(左)と衣服内湿度(右)の変化 
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